
自 分 らしく、その人 らしく、生 き生 きと、あなたの“生 きる”を支 えます  

それでアブラハムはその所 の名 をアドナイ・ エレと呼 んだ。これにより、  

人 々は今 日 もなお「 主 の山 に備 えあり」 と言 う。 （ 創 世 記 ２ ２ ： １ ４ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

クランツの 2 本の蝋燭に灯がともった 12 月 13 日、クリスマスツリーが届きまし

た。皆さんが磨いてくださったリンゴを飾る時がやってきました。 

クリスマスツリーに飾る紅玉。リハビリを兼ねて皆様に磨いていただきました 



198２年 

母の家復活礼拝堂の

クリスマスツリーです。 

ツリーの剪定や装飾

に迷ったときに参考に

しています。 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

クリスマスツリー（少しですが） 

紹介します。 

1981年 

母の家のクリスマスツリー、 

十字の園の創立に深く携

わった ハニ・ウォルフから

引き継いでいるドイツ式の

クリスマスツリーです。 

1981年 

浜松十字の園のクリスマス

ツリー 

ここは、当時の礼拝堂です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1２月の予定 

 

  

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歌の会 ５日、12 日 防災訓練 15 日 

書道教室 14 日 ものつくり ６日、26 日 

移動図書館 13 日 美容室 21 日 

クリスマス祝会 25 日   

今
月
の
一
枚 

２０２３年 

第 2 アドナイ館の 

クリスマスツリー。 

アケビのつる から作った 

リース。 

満足のいく仕上がりに 

笑顔の一枚です。 
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苦情受付時間 
月～金 

8:30-17:30 

苦情相談窓口 相談員 永田 昌代 

苦情解決責任者 施設長 古橋美恵子 

ご意見箱設置 各フロア・玄関ロビー 

前月の苦情・ご意見 ０件 

●面会・外出について 

＊マスク着用、検温（37.5℃以上の場合、面会はご遠慮ください ） 

＊面会カードの記入 

＊面会者 3 名まで（4 名以上は途中交代でお願いします。） 

＊面会場所：ご家族及び身元引受者の方は３名以内であれば居室内で 1 時間以内の

面会が可能です。 上記以外の方はロビーにて 30 分 

 ＊時間：10:00～11:30、13:30～16:00 （土日可） 

＊必ずお電話等にて、事前に予約をお願いします。 （連絡なしで来られた場合、 

お断りすることがあります） ＊飲食不可  

＊体調のすぐれない方、またはそのような方と接触 のある方は、面会できません。 

＊飲食の伴わない外出は可。 但し、マスクの着用をお忘れなく。 

＊12 月 20 日からとなります。 

第 2 アドナイ館苦情相談について 

今年も早いもので１２月半ばとなりました。「師も走るくらい忙しい」と言われる『師走』。あっという間に

年の瀬になることでしょう。 

4 月に第 2 アドナイ館へ就任してから 8か月。ご入居者の皆さんに顔を覚えていただきコミュニケーション

が楽しくなりました。反面、ご家族、ご親戚の皆様とは面会制限もありお会いする機会が少ないため、お顔とお

名前が結びつかず、面会の時やお電話での対応に失礼があったかと思います。失礼が無いよう努力していき

ますのでよろしくお願いいたします。 

 さて、第 2 アドナイ館は現在、要介護度１から要介護度 5 までの方がいらっしゃいます。毎朝、礼拝を楽しみ

にされている方、食後のコーヒーを楽しまれている方、連続テレビ小説をまちに待っている方、足が弱くなって

きたと目標を決めて施設内を歩かれている方、職員と話すことを楽しみにされている方、介護度は関係なく、

様々な楽しみを見つけて過ごされています。職員はご入居者が楽しいと思っていただける環境を提供していか

なければならないと考えています。第 2 アドナイ館の事業計画では「チーム」という言葉がキーワードになって

います。「チームで」ご入居者を支えて尚且つ、楽しんでいただく。そんな力を培う年でありたいと思い続けて

います。 

皆様のご理解とご協力に感謝いたします。 来年も何卒よろしくお願いいたします。 


